
9 月 26日 (第 4例会) 
シェラトン都ホテル大阪 3階 志摩の間 
 
出 席 会 員 31名(内免除会員 8 名) 
会 員 総 数 42名(同上 14 名) 
ゲスト    1 名 
ビジター  0 名          

             計 32 名 
ホームクラブ出席率 86.11％ 

9 月 5日(第 1例会)補正出席率 96.96％（MU6 名） 

ゲスト＆ビジター 

 和多田泰久様(細川会員ご友人) 

  

2025-2026 年度 RI会長 

フランチェスコ・アレッツォ 

    

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 日 の 例 会  10 月 3日（第 1例会）   シェラトン都ホテル大阪 3 階 志摩の間 

●表彰 ・ホームクラブ連続皆出席  宮田(40) 土井(20) 江後(20)  各会員 

   ●お祝 ・誕生日  小林(治) 境 山本(英)  各会員 

・結婚記念日  小林(正) 松田 境 山口  各会員 

・会社創立記念日  元氏 永井 上 楳垣 山本(智)  各会員 

・入会記念日  小林(治) 松田 内藤 西谷 山本(智) 古川  各会員 

●卓話「米山奨学事業について」          地区米山奨学委員会 松田振興委員長担当 

     米山事業の由来、地区米山の現状、そして米山奨学学友会の近況を説明します。 

●理事会 11：30～  シェラトン都ホテル大阪 3階 ホワイエ 

●食膳 ＜日本 松花堂弁当＞ 

 

次週のお知らせ   10月 10 日（第 2 例会）   シェラトン都ホテル大阪 3 階 志摩の間 

●卓話「会計事務所の仕事」                       梅崎道夫会員担当 

●食膳 ＜フランス 魚料理＞ 

 

次々週のお知らせ   10 月 17日（第 3例会）   シェラトン都ホテル大阪 3階 志摩の間 

●卓話「我がクラブの会報とロータリーの同好会について」        三宅善太郎会員担当 

 

 

先 週 の 記 録  
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幹  事 松 田 振 興 

会    長 岡 部 倫 正 
会報委員長 三宅 善太郎 
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                    みなさん、こんにちは。 

日に日に秋の気配を感じられるようになってきたように思います。 

季節の変わり目体調にご留意ください。 

後程の幹事報告でも申し上げますが、先週は例会終了後に指名 

                   委員会が開催されお手元にありますように本年度 SAA をお願いし 

                   ています、金山信利会員が次々年度会長にノミネートされました。 

12月 5 日の年次総会で会員皆様の総意で正式に会長ノミニーとな 

りますので宜しくお願いしたいと思っております。 

また、明日は大阪グローバルロータリークラブのチャーターナイトに佐伯副幹事とともに参加 

して参ります。 

チャーターナイトの出席は岡部 PDGが創設された大阪アーバン RC 以来のチャーターナイト 

への出席ですので 14、5年ぶりの感動を味わってきたいと思います。 

 

 

 

本日の幹事報告は 3 件です。 

１）国際大会ニュースについて 国際大会に関するニュースが届いて 

おりますので、回覧いたします。 

２）2027-28年度会長および次年度理事について 9 月 19 日に開催さ 

れた指名委員会において、会長および次年度理事の指名・承認が 

行われました。詳細につきましては、名簿をポストしております 

ので、ご確認ください。 

３）2026 年 6 月の姉妹クラブ豊原北区ＲＣ40 周年行事及び台湾世界 

大会の申込書はまだ提出されていない方は本日例会終了後に事務 

局の川口さんにご提出して下さい。 

 

 

 

・野球同好会 元氏成保会員 

ガバナー杯の結果を報告します。 

９月２１日（日）、万博公園野球場にて、我らが大阪城南ひょう 

たんずは２試合（ダブルヘッダー）を戦い抜きました。 

第一試合は吹田西 RC戦でしたが、13‐14 でサヨナラ負けを 

                    喫しました。そして、その後行われた失意の中での第二試合は、 

昨年の覇者大阪城北 RCとの戦いでしたが、こちらも 7‐13 で敗 

れました。これで１勝２敗となりましたが、明日（２７日）と明 

後日（２８日）に行われる３戦に全て勝利すれば、他の結果次第ではリーグ２位となり３位決定 

戦に駒を進めることができる可能性も残されています。 

皆さま、応援をよろしくお願いします。 

 

 

会長の時間 

幹事報告（佐伯副幹事代読） 

委員会報告 



10月は 地域社会の経済発展月間／米山月間 

10月のロータリーレート 

１ドル＝149 円 

 

 

                   「生成 AI の実情と活用について」      古川直樹会員担当 

生成 AI（Generative AI）はここ数年で急速に普及し、研究開 

発から実務利用まで幅広く活用されるようになっています。 

活用分野 と 実情（現状の課題や傾向）をまとめます。 

生成 AI は「効率化・新規価値創出」の面で大きな可能性があ 

                    る一方、精度・倫理・セキュリティの課題も残っており、現在 

は「過渡期」ですが多くの業界で実用化が進んでいます。 

生成 AI（Generative AI）は近年急速に普及し、テキスト・画 

像・音声・動画など多様なコンテンツを自動生成する技術として注目されています。ビジネス 

面では記事や広告コピー、デザイン素材、プログラムコードの自動生成など幅広い分野で活用 

されており、業務効率化やコスト削減、新しい価値創出につながっています。特にマーケティ 

ング領域では SNS投稿や広告文、営業資料の自動生成、顧客ごとのパーソナライズコンテンツ 

作成に利用され、短時間で多様なアウトプットを試し効果検証を行える点が強みです。製造業 

でも CAD 設計案の自動生成や生産スケジュール最適化、マニュアル作成支援、予知保全などに 

応用が進み、研究開発から現場運用まで幅広い可能性が広がっています。 

一方で実情として、生成 AI は万能ではなく「ハルシネーション」と呼ばれる誤情報の生成や、 

学習データに基づく著作権・倫理問題が課題となっています。また、クラウド利用時には機密情 

報の漏洩リスクもあり、特に企業ではオンプレミス環境や閉域網での利用が注目されています。 

さらに、AI が生成した成果物をそのまま使うのではなく、人間が精査しブランドトーンや法規 

制を考慮して調整することが不可欠です。 

今後は特定分野に特化した実務用生成 AI や、テキスト・画像・音声を統合するマルチモーダ 

ル AI が普及し、人と AI が協働する「半自動化」が進むと見込まれます。生成 AI は効率化の道 

具であると同時に、新しい創造を後押しする存在として、各業界の実務に深く浸透していく段階 

にあります。 

 

 

 

9月 26日（第 4 例会） 

       ・岡部(倫)会長 和多田様、ようこそお越しくださいました。 お時間の許す限り、ごゆっく 

               りなさって下さい。 

・三宅会員 ①和多田様、ようこそお越しくださいました。 

②江後さん、お世話になりました。 

・古川会員 今日の卓話は初級編ですが、いろいろな例をお伝えしたいと思います。 

 

本日のニコニコ合計：8,000円 

本年度ニコニコ累計（2025年 9月 26日現在）：625,000円 

 

 

(編集担当 楳垣・泉） 

 

ニコニコ箱 

卓  話 


